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正 量 部 の 煩 悩 説

― 『有為無為決択』第21章 「聖諦決択」 より見て―

並 川 孝 儀

『有為 無為決択』(以 下,SAV)と は,チ ベ ッ ト訳 にのみ現存す るDasabala-sri-

mitra作'dusbyasdang'dusmabyasrnamparngespa(Samskrtasamskrta-

viniscaya)1)を 言 うが,こ こ に は相 当量 の正量部説(SAV第16章 ～ 第21章)が 紹 介

され,そ の点か らSAVは 今 日ま で未知 であ った正量部 の諸説一煩悩 論,業 論,

聖 諦 論一を知 る手 掛か りとなる重要 な文献 と言 える。

本小論 では,正 量部 の煩悩説を眺 めるが,そ れに関 してSAVに ごは第16章 「非

随 眠決択 」 と第17章 「随眠決択」 で各論的 に詳述 され ている2)も のの,そ の全体

像 は示され てお らず,正 量部の煩悩説 の全体像を知 るにこは第21章 「聖諦決択」 にご

説 かれ ている記述に よらなけれぽな らない。

そ こで,「 聖諦決択」 に説かれ る煩悩説 を眺め る が,そ の記述 は本章 の冒頭部

分 と末尾 にご見出せ る。前 者は,種 々の生存 のあ り方 とそ の苦が どの ような次第 に

よって生 起す るものか,そ してそ こか らどの よ うに解脱す るのかを説 き始め る と

ころにご見 られ る。その部分の訳を示す と,次 の如 くであ る。

〔和訳1〕 「〔また,説 かれる。〕

貧など 〔の〕この過失(skyon)に よって業があり,こ のことから後有(yangsrid)

があるのである。〔そして〕後有 〔の〕業が生 じるのであ る。それから老 ・死が生

じ,そ れから苦悩などが 〔生 じ〕,ま た過失(nyes)が 生 じるであろ う。それ故にご,

そのようにして輪廻の前際(sngongyimtha')が 存 在しないのである。

と,説 かれている。

この意味は,こ の場合衆生の煩悩から生'じる業が福と非福と不動 〔業〕であ り,そ れ

にごよって 〔業が〕生じるとい うことなのである。その業の異熟から自他の悩み 〔の〕業

が生じることと,冷 たさや風などの界から生 じる楽 と苦 と不楽 ・不苦 〔の〕受を享受す

ることが,無 明(marigPa)の 自在にごよって楽による諸 々の愚惑(kunturmongspa)

〔と〕,楽 と和合する(phradpar)貧 愛(sredpa)と,楽 を離れない(mi'bralbar)貧

愛 とを生'じるのである。同様に,苦 にごよる諸 々の愚惑 〔と〕,苦 を離れる貧愛 と,苦 と
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(174) 正量部の煩悩説 く並 川)

和合 しない貧愛 とを生'じる のである。同様に,不 苦 ・不楽の受による諸々の愚惑 〔と〕

有(sridpa)の 貧愛を生 じるのである。それ か ら,諸 々の見(ltaba)と 諸 々の疑

(thetshom)が 生 じるのである。それから,ま た業が 〔生 じるのである〕。それか ら,

生存(skyeba)と 〔それに伴 う〕苦が生 じることとなるのである。

その様iに,無 明の障(sgribpa)の 原因と貧愛との結合(sbyorbarbyedpa)か ら

諸 々の衆生は,六 〔種〕の桶の器具(zobadruggi'khrul'khor)に 入 るのであり,

輪廻 とは前際がないものである。即ち,〔六種の生存とその苦は〕地獄で焼かれ,断 ぜら

れることなどを受ける苦 と,餓 鬼における飢えと渇きの苦 と,畜 生における厭離i(skyo

ba)の 苦 と,阿 修羅にこおける慢の苦 と,人 々における尋求(tsholba)の 苦 と,諸 天 〔に

おける〕老 と死の苦は享受することである。

どのようにして煩悩から 〔地獄な どの生存が〕生'じるの であ ろ うか。業から生存が

〔生じるので〕ある。生存から苦が 〔生'じるので〕ある。そ れか ら,ま た煩悩から生存

が生じるのである。それ故に,こ のように輪廻の原因の根本(gtsobo)は 煩悩である。

煩悩の種子(sabon)と な ったものが随眠(baglanyal)で ある。随眠がな くなれ

ば,業 と 〔それによって得た〕生存を断ちつつ,苦 から解脱するものとなるのである。」

(D. 225b2-226a3, P. 154b8 -155b3)

ここにこ説かれる内容は,先 ず煩悩から生じる業によって各種の生存が生じ,そ

れから苦が生起するといった煩悩から苦に至る連鎖を述べ,そ してその煩悩こそ

が輪廻の原因の根本 となるもので,更 に言えばその煩悩の種子が随眠である故に,

輪廻の根本 となる随眠がなくなれば業とそれによって得た生存を断ち,苦 から解

脱することにこなる,と 述べ て い る。この記述の主旨は,『 倶舎論』の第5章 「随

眠品」の冒頭にご見られる 「世の 〔在 り方の〕 多様性(loka-vaicitrya)は 業から生

じる,と 〔既に〕説かれ た。 それ らの業は随眠に よって成長す る(upacayam

gacchanti)す る。 また随眠がなければ,〔それ らの業は〕生存(bhava)を 生じる

ことができない。それ故にご,一 随眠は生存の根本である一 と知られ るべ きであ

る。」3)とほぼ同様である。この正量部の説の中,特 に注意すべき点は 「随眠は煩

悩の種子」 と規定されていることである。この随眠については 〔和訳 皿〕で更に

詳述されているので,そ こで纏めて論じることとする。

そ こで,次 にご 「聖諦決択」の末尾にご説示された煩悩説を見るが,そ こにごは正量

部の煩悩説の主たる見解が示されてお り,極 めて重要な記述である。その部分の

訳を示す と,以 下の如くである。

〔和訳 皿〕 「ここで総説すると,煩 悩は二種である。即ち,・随眠と非随眠(baglanyal
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正量部の煩悩説(並 川) (175)

mayinpa)で あ る。 この 中,随 眠 は 何 で あ る の か,非 随 眠 は 何 であ る のか,と 言 え

ば,〔 そ れ にこつ い て 〕 説 こ う。 湿 つた布 の汗 の如 くに,こ れ ら随 眠 は 三 界 にこおい て大

変 堅 固 に随 沈 し(rjessuthim),相 関 す る こ と('brelpar'gyurba)に ごよ っ て随 眠

と説 くの で あ る。

ま た 〔説 か れ る〕。

三 界 に お い て 随 眠 し,相 関 す る故 に 随 眠 と説 く。

と,説 か れ て い る。

非 随 眠 は煩 悩 性(nyonmongspanyid)で あ り,纒(kunnasdkrispa)の み で あ

る こ と にごよっ て,そ の如 くにご随 眠 で は な い の で あ る。 そ の故 にご,非 随 眠 と言 わ れ る の で

あ る。 随 眠 は,ま た何 の 故 に 〔随 眠 で あ る の か と言 えば,〕 そ の如 くにご随 い 眠 りつ つ,

有 漏 法 の生 起(skyeba)と 住 す る こ と(gnaspa)と 増 長('phelba)の 因 で あ る故 で

あ る。

そ こで,そ の 〔随 眠 〕 は 二 種 で あ る。 即 ち 次 の如 くで あ る 。 心 相 応 と心不 相応 で あ

る 。

また 〔説 か れ る〕。

そ の 〔随 眠 〕 は,心 相 応 と 〔心 〕 不 相 応 で あ る と知 られ るべ き で あ る。

と,説 かれ て い る 。

そ れ で は,心 相 応 〔と心 不 相 応 〕 の意 味 は 何 で あ るの か と言 え ぽ,〔 それ にこつ い て 〕

説 こ う。

即 ち,例 え ば蟻 塚 の住 処 の 地 面 は,堅 固 で あ り,取 り除 き に く く,蟻 の 自ら の 住 処 の

高 い塚 〔部 分 〕 の基 礎 で あ る。 そ の よ うにご,有 情 の不 相 応 の随 眠 は,堅 固 で あ り,取 り

除 き に く く,過 失(nyespa)を 生 じる種 子 とな っ た も の で あ る。 そ の こ とに よっ て,

染 汚(nyonmongspacan)を 断 じな い 心 も,悶 絶(brgyalba)と 深 く眠 り(gnyid)

込 む こ と も,無 心 な る 睡 眠 にごよっ て 沈 む こ と も,無 想 定('dushesmedpa'isnyoms

par'jugPa)に 入 る こ と も,無 想 天('dushesmedpa'isemscan)〔 に入 る こ と〕 も,

滅 想 受 定('dushesdangtshorba'gogPa'isnyomspar〔'jugPa〕)に 入 る こ とも,

そ れ らは 不 相 応 の随 眠 と伴 る も の であ る,と 説 か れ る の で あ る。

〔また,〕 例 え ば 蟻 塚 の高 い部 分 は,堅 固 で は な く,取 り除 き易 く,自 ら の住 処 〔の地

面 〕 か ら作 り上 げ た もの で あ る。 そ の 如 く にご相 応 す る随 眠,或 い は他 の煩 悩,或 い は随

煩 悩(nyeba'inyonmongspa)な ど は,〔 順 次 にご〕 堅 固 で な い も の の上 に積 み 重 ね 上

げ られ て い る だ け で,取 り除 き易 く,自 らの依 りど ころ と理 解 され る種 子 とな った も の

と知 られ るべ きで あ る。
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(176) 正量部の煩悩説(並 川)

また 〔説かれる〕。

不相応であることが 〔上部を〕取 り除いた地面を意味する こ とは,〔 あたかも〕蟻

塚の基部の如 くである,と 認める。

と,説 かれている。

〔また〕同様に,〔説かれる〕。

相応するものは,現 起するもの(kuntuspyodpa)の み であり,〔それはあたかも〕

住処 となす蟻塚全体の如 くである。

と,説 かれている。

もし,そ のようにご不相応の随眠が常に存在するものならば,ど うして纒は常にご生 じな

いのか と言えば,〔 それにこついて〕説 こう。即ち,煩 悩の因は三である。 即ち次の如 く

である。境(yul),と 有境(yulcan)が 合すること,不 相応の随眠が 〔染汚を〕断じな

いこと,非 理なるもの(tshulbzhinmayinpa)が 意 において作用す ることである。

この理由で,こ の三 〔種〕が煩悩の因のすべてである。 〔これら〕諸因の群が暫時であ

ることによって,纒 はすべての時に生 じることはないのである。

また 〔説かれる〕。

境は有境によって得られることと,不 相応の随眠が 〔染汚を〕保持することと,非

理なるものが意において作用すること,〔 この〕三 〔種〕が煩悩の因である。

と,説 かれている。

もし,聖 道('phagspa'ilam),或 いは外道(phyirolgyilam)に よって,ど うし

て相応を断じ,不 相応を断 じるのか と言 うならば,〔 それにこついて〕説こう。即ち,不

相応を断じることは,即 ち 〔不相応が〕相応の種子の住処であることと,成 就 し難いこ

との故に,そ して大変堅固なる故にである。それらを断Lる ことから相応性(mtshungs

parldanpanyid)を 断'じるのである。 〔それは,あ たかも〕種子が滅することから芽

〔が出る〕如 くである。」(D.240a7～241a4,P.173b6～174b6)

この記 述か ら,先 ず 煩悩は随眠 と非随眠の二種にご分け られ,そ の中随眠は心相

応 と心不相応 に区分 され ている ことが知れ る。随眠は 「三界にこおいて大変堅固に

随沈 し(rjessuthim),相 関 す ること('brelpar'gyurba)」 にこよ り随眠であ ると

語義解釈4)さ れ,更 に 「有漏 法の生起(skyeba)と 住 す る こと(gnaspa)と 増 長

('phelba)の 因 」の故に随眠であ ると規定 され る。非随眠は 「煩悩性(nyonmongs

panyid)で あ り,纒(kunnasdkrispa)の み で あ る。」 と定義 され る。 こ の随

眠,非 随眠がいか なる法 であるか につ いては,SAV第16,17章 にご説示 され てお
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正量部の煩悩説(並 川) (177)

り,そ れ を ここにご示す と以下の如 くである。

随 眠(10法):貧,瞑,慢,無 明,邪 見,有 身見(rangluslaltaba),辺 見,

見 取,戒 禁取,疑

非随 眠(21法):不 信,無 噺,証,諸,不 察(mabrtagspaorgzulums),捧 挙,

放 逸,J沈,下 劣(zhumpaoybyingba),無 塊,大 執(ches'dz-

inpa),曹 債(snyomslasorleto),睡 眠,嫉,悪 作,覆,僑,樫,

不 忍(mibzodpa),恨,食 不調性(zaskyirgyagspa)

随 眠 は心相応 と心 不相応 に分類 され規 定され るが,そ の際の説明は蟻塚 の例え

を もってな され る。即ち,不 相応の随眠は蟻塚 の地面 の如 く,「 堅固であ り,取

り除 きにこくく,過 失(nyespa)を 生 じる種子 と な っ た も の」 と規 定され る。一・

方,相 応 の随 眠は蟻塚 の地上 に出た部分の如 く,「 堅 固でない も の の上 にご 〔順次

に〕積み重ね上げ られ てい るだけ で,取 り除 き易 く,自 らの依 りどころ と理 解さ

れ る種子 となった もの」 と,ま た 「現起す る もの(kuntuspyodpa)の み 」 と規

定 され る。 そして,不 相応 の随眠が常に存在す るのに対 して,纒 は ど うして常に

生 じないのか につ いては,三 種 の煩 悩の因を もって説明する。即ち,境 と有境が

合す ること,不 相応 の随眠が 〔染汚を〕断 じない こと,非 理 なる ものが意におい

て作用す ること(非 理作意)の 三種 の因が暫時である故にご,纒 は あ らゆ る時に生

じることは ない,と す るのである。

以上がSAV第21章 にご見 られ る正量部 の煩 悩説 であるが,こ れ よ り有部,憤 子

部な どの他部派 の説 と少 し比較 し,注 意しなけれぽ ならない点を以下 にま とめて

みたい。

(1)「 随 眠は煩悩の種子」 と の規定か ら,煩 悩 と随 眠は有部 の如 く同一 視され

ず,区 別 され てお り,ま た非随 眠を纒 とす る ことか ら纒 とも区別 され ている。 こ

の規定 は随 眠を纒 とす る毘婆沙師説,得(prapti)と す る憤子部説,そ して種子 と

す る経量部説5)と 比較す る と,同 系 の部 派である憤子部 と異 な り,経 量部説 と同

じよ うであ る。 しか し積子部 の,随 眠は煩悩 の種子 とい う意味を有す るもの,と

の資料6)と 比較す る時,こ れは正量部 の規定 と一致す る。

(2)煩 悩 は随眠 と非随眠にこ分け られ,「 非随 眠は煩悩性で,纒 のみ で,随 眠 し

ない」 と規定 され るが,こ れか ら随眠 とは煩悩が現行 していない睡れ る状態を言

い,非 随眠 とは纒 で煩悩が 現行 している覚めた状態を示唆 してい るか のよ うで,

この点か らは経量部説 とi類似している ようであ る。

(3)『 倶 舎論』第5章 「随 眠品」の始め に,欲 貧随 眠(kamaraganusaya)は 持 業
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C17s) 正量部の煩悩説(並 川)

釈か依主釈かの解釈に関連して,随 眠の心相応 ・心不相応説が論じられる。有部

は心相応のみとし,経 量部は心相応でも心不相応でもないとし,憤 子部は心不相

応説を執るとされる7)。この憤子部は,心 を染悩するものすべては随眠ではな く,

煩悩,即 ち纒によってなされるものと考え,そ してその纒は常にご現前しているも

のではない,と いう見解を有するものとされる8)。この憤子部の見解は,心 相応

を認めたか どうか,或 いは非随眠という術語が使用されていない点などから,正

量部説と少し相違があるようであるが,随 眠の心不相応を認める点から基本的に

は同じ見解に立つものと言える。

(4)随 眠の心不相応は 「染汚を断じない心,悶 絶と深 く眠 り込む こと,無 心な

る睡眠によって沈むこと,無 想定に入ること,無 想天にご入ること,滅 想受定にご入

るこ とを伴る」と規定される。この悶絶以下の規定は,『唯識三十頚』にご意識は

他の五識が機能 する時,常 に伴い生じるものであるが,例 外として伴い生じない

場合がある,と する9)内 容と一致する。

以上,SAV第21章 「聖諦決択」にご説かれ る正量部の煩悩説を概観した。 尚,

紙面の都合にこより詳細は別稿で論じる予定である。
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